
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

営
・
選
挙
管
理
委
員
・
大
会

書
記
・
大
会
事
務
局
の
選

出
・
任
命
な
ど
を
行
っ
た
後
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

 

本
多
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
建
交
労
中
央
本

部
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ

い
た
森
谷
中
央
副
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
、
藤
川
書

記
長
が
21
年
度
経
過
報
告
、

22
年
度
運
動
方
針
案
を
提

案
し
ま
し
た
。
支
部
の
組
織

的
な
停
滞
か
ら
躍
進
に
向
け

た
課
題
と
し
て
、
職
場
組
織

の
機
能
強
化
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

提
案
を
受
け
て
、
執
行
部

か
ら
の
特
別
発
言
６
人
を
は

じ
め
代
議
員

13
人
が
発
言

し
、
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
、
最
初
に
芦
崎
大

会
書
記
長
か
ら
祝
電
・
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
、

藤
川
書
記
長
よ
り
総
括
答
弁
が

行
わ
れ
、
討
議
の
中
で
出
さ
れ

た
質
問
に
も
回
答
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
21
年
度
会
計
報
告
と

会
計
監
査
報
告
、
22
年
度
予
算

案
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。
運

動
方
針
と
と
も
に
「
22
年
度
の

重
点
要
求
・
課
題
で
の
ス
ト
権

確
立
」
と
大
会
宣
言
、
特
別
決

議
「
全
組
合
員
の
総
力
を
あ
げ

て
仲
間
の
く
ら
し
と
健
康
を
守

る 

た
た
か
い
を
ひ
ろ
げ
早
期

の
１
０
０
０
名
支
部
建
設
を
め

ざ
そ
う
」
、
予
算
・
決
算
な
ど

が
全
会
一
致
で
採
決
さ
れ
ま
し

た
。 

 

な
お
、
例
年
恒
例
の
機
関
紙

表
彰
は
、
今
年
も
該
当
な
し
と

な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
山
内
副
委
員
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、
本
多

委
員
長
の
音
頭
で
ガ
ン
バ
ロ
ウ

三
唱
し
て
大
会
を
終
え
ま
し

た
。 

  

 

建
交
労
関
西
支
部
は
10

月
23
日
～
24
日
、
大
阪
市
淀

川
区
の
建
交
労
会
館
で
第

57
回
定
期
大
会
を
開
き
、
代

議
員
と
役
員

59
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
下
で
も
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
運
動
を
進
め
て
き

た
経
験
を
ふ
ま
え
、
代
議
員

か
ら
も
積
極
的
な
発
言
が
相

次
ぎ
、
す
べ
て
の
組
織
と
組

合
員
が
果
た
す
べ
き
課
題
と

役
割
を
明
確
に
し
た
２
０
２

２
年
度
運
動
方
針
を
確
立
し

ま
し
た
。 

 

１
日
目
は
、
北
村
副
委
員

長
よ
り
開
会
あ
い
さ
つ
、
議

長
団
、
資
格
審
査
・
議
事
運
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なお、関西ダンプ支部第４８回定期大会にお 

いて、中川慶学執行委員が退任されました。 

 在任中のご厚情に対し、心から感謝申し上げ 

申し上げます。 

 

 

 

執行委員長   前村 和弘 
副執行委員長  池辺 保明 
副執行委員長  荻田  智 
執行委員    小園 真吾 
執行委員    中村  通 
執行委員    大林 孝廣 
会計監査    地村 公光 
会計監査    川上 秀樹 

 

関
西
ダ
ン
プ
支
部
は
、
２

０
２
１
年
１１
月
７
日(

日
）
茨

木
市
ク
リ
エ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

３
０
２
号
室
に
て
午
前
１０

時
３０
分
か
ら
第
４８
回
定
期

大
会
を
２
３
名
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
１
年
は
、
組
合
員
１０

名
増
・
４
名
減
、
増
勢
の
９２

名
の
組
織
現
勢
で
大
会
を
開

催
し
、
使
用
促
進
で
は
新
名

神
工
事
に
毎
日
３
台
が
就
労

し
て
い
ま
す
。
延
べ
５
８
３

台
が
就
労
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
解
雇

(

大
西
物
流
＝
本
社
愛
媛
県)

争
議
闘
争
の
報
告
や
新
職
場

公
然
化
の
取
り
組
み
等
を
報

告
、
高
槻
砕
石
分
会
で
は
夏

季
一
時
金
要
求
書
を
提
出

し
、
１０
万
円
／
人
の
要
求
獲

得
で
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
委
託
・
請
負

で
働
く
三
和
サ
ー
ビ
ス
分
会

で
は
、
２
名
が
退
社
に
伴
い
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し
、
１０
月
２８
日
公
然
化
を
行

っ
て
闘
っ
て
い
る
報
告
を
行

い
ま
し
た
。 

経
過
報
告
・
決
算
報
告
の

承
認
を
受
け
、
大
会
方
針
で

組
合
員
の
諸
要
求
実
現
と
政

党
支
持
・
政
治
活
動
の
自
由

を
保
障
し
、
政
治
的
自
覚
を

高
め
る
た
め
の
学
習
強
化
、

労
働
者
・
国
民
が
主
人
公
に

な
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す
運
動
方

針(

案)

と
予
算(

案)
を
決
定

し
ま
し
た
。 

役
員
選
挙
は
、
定
数
内
の

立
候
補
者
全
員
が
信
任
さ
れ

ま
し
た
。 

 

減
と
な
っ
た
が
、
新
た
に
２

名
の
組
織
拡
大
を
行
い
３３

名
を
維
持
し
て
い
ま
す
。 

討
論
の
中
で
は
、
一
昨
年

８
月
に
加
入
公
然
化
し
た
テ

ン
コ
ー(

株)

に
働
く
ダ
ン
プ

雇
用
運
転
手
が
初
め
て
大
会

に
参
加
し
、
有
給
休
暇
所

得
・
賃
上
げ
・
一
時
金
獲
得
・

未
払
い
賃
金
を
勝
ち
取
っ
た

報
告
を
荻
田
副
委
員
長
か
ら

行
い
、
そ
の
実
利
獲
得
の
影

響
を
受
け
、
親
会
社
の
大
幸

工
業
の
運
転
手
５
名
が
加
入



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
位
の
社
会
を
実
現
し
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
に
早
田
事
務
局
長

（
京
都
）
か
ら
第
１
号
議

案
・
運
動
方
針
案
、
第
２
号

議
案
・
会
計
決
算
、
鷹
巣
会

計
監
査
報
告
、
第
３
号
議

案
・
予
算
案
、
第
４
号
議
案
・

次
期
役
員
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
休
憩
後
に
質
疑
討
論
が

あ
り
、
各
府
県
本
部
か
ら
の

報
告
と
業
種
部
会
か
ら
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
議
案
は

す
べ
て
全
会
一
致
で
採
択
さ

 
建
交
労
近
畿
地
方
協
議
会

総
会
は
、
２
０
２
１
年
１１
月

１３
日
（
土
）
１３
時
３０
分
か

ら
建
交
労
会
館
（
関
西
支
部

会
館
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
に
は
前
村
副
議

長
、
総
会
議
長
に
は
藤
川
執

行
委
員
（
大
阪
府
）
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に
近
畿

地
方
協
議
会
を
代
表
し
て
川

口
孝
男
議
長
（
京
都
）
が
挨

拶
「
今
年
の
衆
議
院
選
挙
で

改
憲
勢
力
が
３
３
４
議
席
と

な
り
、
３
分
の
２
以
上
の
議

席
を
獲
得
し
ま
し
た
。
来
年

の
夏
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選

挙
で
は
改
憲
勢
力
を
３
分
の

２
以
下
に
抑
え
な
け
れ
ば
憲

法
改
正
に
道
を
切
り
開
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
野
党
共
闘

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
参
議
院

選
挙
で
改
憲
勢
力
を
少
数
に

追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

労
働
法
制
・
医
療
・
介
護
の

改
悪
な
ど
を
許
さ
ず
労
働
者

れ
ま
し
た
。
近
畿
地
方
協
議

会
の
新
役
員
と
し
て
藤
川
拓

幹
事
（
大
阪
）、
小
島
マ
リ
コ

会
計
監
査
が
選
出
さ
れ
、
高

橋
幹
事
、
多
田
会
計
監
査
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

新
副
議
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
総
会
が
終
了
し
ま
し

た
。 

全
体
の
総
会
参
加
者
は
全
体

で
２６
名
中
２１
名
が
参
加
し
、

大
阪
か
ら
の
総
会
参
加
者

は
、
前
村
委
員
長
、
鷹
巣
副

委
員
長
、
荻
田
書
記
長
、
植

西
執
行
委
員
、
藤
川
執
行
委

員
が
参
加
し
ま
し
た
。 
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が
行
わ
れ
、
決
議
、
大
会
宣
言
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
コ
ロ
ナ
禍

で
も
労
働
組
合
と
し
て
の
団

結
力
を
示
し
、
組
織
的
力
量
強

化
に
向
け
て
さ
ら
な
る
躍
進

を
！
」
を
確
認
、
新
年
度
役
員

選
挙
結
果
の
報
告
を
受
け
、
提

案
さ
れ
た
す
べ
の
議
案
は
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
奥
貫

副
委
員
長
よ
り
閉
会
の
あ
い

さ
つ
と
吉
田
青
年
婦
人
部
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
第
87

回
神
田
支
部
定
期
大
会
が
終

了
し
ま
し
た
。 

算
編
成
（
案
）
が
提
案
、
大

塚
会
計
監
査
よ
り
監
査
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
第
５
号
議

案
の
規
約
改
正
（
案
）
と
第

６
号
議
案
の
特
別
報
告
は
、

石
塚
書
記
長
か
ら
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
質
疑
・
討
論
で
は
、

各
分
会
か
ら
職
場
で
の
感
染

症
対
策
、
職
場
要
求
の
進
捗

な
ど
、
青
年
婦
人
部
と
12
分

会
か
ら
報
告
が
あ
り
、
そ
の

発
言
を
受
け
て
石
塚
書
記
長

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
活

動
報
告
の
後
、
議
案
の
採
決

運
転
手
職
種
の
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
を
踏
ま
え
、
カ

ン
ダ
グ
ル
ー
プ
内
に
お
い
て

も
賃
金
・
労
働
条
件
の
あ
る

べ
き
姿
を
労
働
組
合
と
し
て

策
定
す
る
こ
と
を
目
的
に
賃

上
げ
・
労
働
条
件
検
討
委
員

会
（
略
称
：
政
策
委
員
会
）

が
神
田
支
部
内
に
設
置
さ
れ

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
貫
常
任
よ

り
第
３
号
議
案
・
第
４
号
議

案
と
し
て
２
０
２
１
年
度
会

計
報
告
と
２
０
２
２
年
度
予

設
が
達
成
さ
れ
た
現
在
、
あ

ら
た
に
神
田
支
部
２
０
０
０

名
組
織
建
設
を
目
標
と
し
て

設
定
し
、
組
織
強
化
を
目
指

し
た
い
と
あ
い
さ
つ
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。
第
１
号
議

案
・
第
２
号
議
案
と
し
て
石

塚
書
記
長
か
ら
カ
ン
ダ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
今
期
業
績

見
通
し
と

21
春
闘
の
総
括

を
含
む
一
般
経
過
報
告
と
２

０
２
２
年
度
運
動
方
針
（
案
）

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ン

ダ
グ
ル
ー
プ
内
に
お
い
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
数
職
場
で

発
生
し
、
業
務
に
大
き
な
支

障
が
出
た
と
の
報
告
が
あ

り
、
今
後
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

推
奨
を
含
む
感
染
症
対
策
を

労
使
で
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
２
０
２
３
年

の
割
増
賃
金
の
引
き
上
げ
、

２
０
２
４
年
に
適
用
さ
れ
る

 

建
交
労
神
田
支
部
第
87
回

定
期
大
会
が

１０

月
３
日

（
日
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併

用
し
た
リ
モ
ー
ト
方
式
で
開

催
さ
れ
、
カ
ン
ダHD
本
社
と

各
分
会
を
ズ
ー
ム
で
つ
な
ぎ

執
行
部
17
名
、
代
議
員
35
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
冒
頭
、

執
行
部
代
表
上
村
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て

多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
り
、

未
だ
終
息
が
見
え
な
い
中
、

い
の
ち
・
く
ら
し
を
最
優
先

に
し
た
希
望
の
あ
る
政
治
へ

転
換
を
は
か
る
た
め
、
秋
の

総
選
挙
で
は
参
政
権
行
使
を

広
く
呼
び
か
け
、
労
働
組
合

と
し
て
奮
闘
し
て
い
こ
う
と

強
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
神
田
支
部
組
織
建
設
に

つ
い
て
は
、
未
組
織
で
あ
っ

た
職
場
の
内
、
１
社
の
組
織

化
が
進
み
、
当
面
の
目
標
で

あ
っ
た
１
８
０
０
名
組
織
建
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